
又
、
こ
の
う
ち
、
日
蓮
宗
関
係
の
も
の
は
二
十
四
伝
と
そ
の
数
に

於
い
て
多
く
は
な
か
っ
た
為
、
殆
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
日

蓮
関
係
の
僧
伝
の
う
ち
で
、
列
伝
体
の
僧
伝
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も

の
は
、
竜
華
腱
代
師
承
伝
等
元
政
の
伝
記
群
が
最
初
で
あ
っ
た
と
い

』
ス
ト
令
フ
０

へ

註
(7)(6)<5） （4） (3)(2) (1) 、-／伽⑩(9)(8)

磯
野
本
精
著
日
蓮
宗
史
要
三
頁

執
行
海
執
著
日
蓮
宗
教
学
史
二
四
七
頁

本
朝
法
華
伝
一
丁

評
瀞
識
鋤
鋼
原
文
対
照
国
訳
扶
桑
隠
逸
伝
二
頁

龍
華
歴
代
師
承
伝
十
三
丁

龍
華
歴
代
師
承
伝
二
丁

「
伝
灯
抄
」
よ
り
「
当
家
諸
門
流
継
図
之
事
」
迄
は
日
蓮
宗
宗
学
全

書
史
伝
旧
記
部
㈲
所
収

日
蓮
宗
宗
学
全
書
史
伝
旧
記
部
㈲
一
八
三
頁
以
下

日
蓮
宗
全
播
本
三
四
六
頁

日
蓮
宗
全
書
本
四
二
頁

日
蓮
宗
全
書
本
四
六
八
頁

こ
Ｌ
に
日
蓮
聖
人
の
良
源
観
と
題
し
て
、
吾
祖
の
態
度
を
窮
め
る

の
に
、
祖
伝
中
に
そ
の
記
述
殆
ん
ど
無
に
等
し
く
、
三
簡
所
の
抽
象

的
記
述
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
聖
人
の
良
源
に
対
す

る
吾
祖
の
態
度
を
求
む
る
に
無
理
は
あ
ろ
う
が
。
少
な
い
記
述
に
は

聖
人
が
良
源
に
対
し
て
、
そ
れ
な
り
の
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
し
、
そ
こ
に
は
聖
人
の
関
心
及
び
と
ら
え
か
た
を
示
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
求
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
聖
人

の
良
源
観
が
出
て
く
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
上
に
述

べ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

艮
源
を
低
え
る
祖
伝
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
三
箇
所
を
数
え
る

の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
・
三
八
歳
）
伊
豆

流
罪
以
前
に
法
然
の
撰
択
集
を
破
し
て
、
念
仏
無
間
で
あ
る
と
し
た

「
守
護
国
家
論
」
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
・
五
一
歳
）
佐
渡
一
の

谷
に
て
四
条
金
吾
殿
に
不
退
の
信
仰
を
進
め
た
「
四
条
金
吾
殿
御
返

『
日
蓮
聖
人
の
良
源
観
』

牧
野

博

悠

(”5）



事
」
、
そ
し
て
弘
安
五
年
（
三
一
八
二
・
六
一
歳
）
入
滅
三
ヶ
月
前

の
七
月
に
将
か
れ
た
と
い
う
「
法
華
本
門
宗
要
抄
」
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
一
‐
法
華
本
門
宗
要
抄
」
は
偽
作
の
疑
い
が
あ
る
の
で
は

あ
る
が
、
良
源
に
つ
い
て
は
、
先
の
二
欝
と
同
内
容
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
偽
諜
と
し
て
も
、
そ
の
良
源
観
に
影
郷
は
な
い
故
、
こ
上
で
は

真
偽
を
問
わ
ず
、
先
の
二
書
と
同
様
に
扱
う
こ
と
Ｌ
す
る
。

さ
て
本
題
で
あ
る
が
、
日
巡
聖
人
が
取
ら
え
た
良
源
は
い
か
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

』

恥

ロ

◆

①

巳

「
守
護
国
家
論
」
に

。

〃

ゥ

か

，

叩

。

。

《

‘

守

山

ｒ

△

ノ

・
日
本
国
源
信
僧
都
亦
叡
山
第
一
八
代
座
主
慈
慧
大
師
御
弟
子

．
（
一
つ
垂
）

也
。

と
、
懲
心
個
都
の
帥
で
あ
る
こ
と
を
「
亦
」
と
し
て
述
べ
て
い
る
の

で
あ
り
。
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
に
、
さ
ら
に
、

日
本
に
し
て
は
伝
教
よ
り
義
真
・
円
澄
・
慈
覚
等
相
伝
し
て
弘

め
給
ふ
。
第
一
八
代
の
座
主
慈
慧
大
師
な
り
、
御
弟
子
あ
ま
た
あ

い
寺
凸
り

り
。
其
中
に
檀
那
・
恕
心
・
僧
賀
・
禅
蛾
等
と
申
て
四
人
ま
し
ま

す
。

（
奎
西
ｌ
ご

と
、
檀
那
僧
正
覚
連
・
慧
心
僧
都
源
信
。
僧
賀
・
禅
爺
の
四
人
を
良

源
の
弟
子
の
代
表
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

「
法
華
本
門
宗
要
抄
」
に
は

。
〃
ハ

次
五
百
年
伝
教
・
義
真
・
慈
覚
Ｑ
恵
亮
・
惟
尚
・
理
仙
・
慈
縦

・
増
賀
・
恵
心
・
覚
超
等
紀
識
謝
叫
辨
嘩
唖
碩
畔
牲
（
三
毛
）

と
、
法
華
経
迩
門
の
弘
通
の
人
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
上
に
「
守
護
国
家
論
」
に
『
亦
』
・
「
四
条
金
喬
殿
御
返
事
」

に
『
伝
教
よ
り
義
真
・
円
澄
・
一
慈
覚
等
相
伝
し
て
弘
め
給
ふ
。
』
と

し
て
文
章
を
切
り
、
『
第
一
八
代
』
と
あ
ら
た
め
て
、
良
源
以
下
を

書
き
続
け
て
い
る
こ
の
故
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
守
護
国
家
論
」
に
み
ら
れ
る
慧
心
は
良
源
の
弟
子
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
”
そ
れ
が
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
の
次

下
に

法
門
又
二
に
分
れ
た
り
、
檀
那
僧
正
は
教
を
伝
う
、
慧
心
僧
都

（
《
三
五
）

は
観
を
学
ぶ

と
、
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
源
が
慧
心
・
檀
那
の
観
・
教
を
教
え
た
師

●
一

で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
が
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
聖
人
の
良
源
に
対
す
る
関
心
は
慧
心
の
師
で
あ
り
、
観
を

(206）



教
え
た
師
と
し
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
良
源
の
観
門
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
聖
人
の
態
度
は
如
何
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

良
源
の
．
代
決
疑
集
」
に

テ

ノ

テ
ノ

ク

疑
云
、
一
家
観
門
其
相
如
何
、
答
観
心
深
義
顕
露
不
レ
可
し
授
・

テ
ヅ
エ
ル
二

｜
但
以
二
密
語
一
、
諦
一
二
人
一
、
何
者
本
師
釈
迦
大
師
秘
し
之
不
レ
説

ノ
ニ
シ
ク

ヲ

ノ

妙
法
蓮
華
機
已
熟
説
二
法
華
本
迩
二
門
》
況
一
家
観
門
超
二
本

一
一

ノ
余
、
ノ

迩
二
門
一
惟
在
二
観
心
一
秘
中
秘
也
⑪

と
、
い
っ
て
い
る
ご
と
く
、
観
門
は
本
迩
二
門
の
法
華
経
よ
り
す
ぐ

れ
、
観
心
こ
そ
秘
中
の
秘
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
聖
入
が
「
撰
時
抄
」
に

ス

ス

安
然
和
尚
と
中
叡
山
第
一
の
古
徳
、
数
時
評
論
と
申
文
に
九
宗

テ

の
勝
劣
を
立
ら
れ
た
る
に
、
第
一
真
言
宗
・
第
二
禅
宗
・
第
三
天

（
一
○
四
一
）

台
宗
・
第
四
華
厳
宗
等
云
云

と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
安
然
が
「
数
時
課
諭
」
に
て
、
法
華

を
密
禅
ブ
下
に
置
い
た
思
想
、
｜
こ
の
思
想
を
さ
ら
に
艮
源
は
、
↑
止
観

は
法
華
に
勝
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
聖
人
が
「
立
正
観
抄
」
に
。

ス
ル
ノ
ヲ

ク
テ

ヲ
ツ
ト

当
世
習
孝
天
台
教
法
一
之
輩
多
貴
二
観
心
修
行
一
捨
二
法
華
本

ヲ
エ
タ
リ
（
八
四
四
）

通
二
門
一
見

と
、
今
の
天
台
を
学
ぶ
者
は
、
観
心
を
貴
ん
・
で
、
法
華
経
の
本
迩
二

門
を
捨
て
る
者
な
り
と
い
い
、
さ
ら
に
何
抄
に

ノ
ノ
ハ
リ

ヲ

ノ
卜
・
〃
イ
ハ
。
ハ

本
朝
天
台
宗
法
門
者
自
二
伝
教
大
師
一
始
し
之
。
若
夫
台
止
観
不
レ

フ
、
テ
ハ
ニ
ノ
ニ
テ
《
ニ
ク
ニ
ノ

依
者
於
二
日
本
一
・
背
一
伝
教
高
祖
一
、
於
二
漢
土
一
背
二
天
台
一
両
大
師

二
ル

ー
一
一
一

テ
ス
ル
ヲ
氏
ノ

伝
法
既
依
二
法
華
経
一
。
蝋
其
末
学
述
レ
之
乎
。
以
レ
述
知
。
当
世
天

ノ

ヲ
モ
ル
ト
ニ

ハ
ル
ト
ノ
ト

台
家
人
々
其
名
錐
し
僧
一
美
台
山
一
所
学
法
門
依
一
達
磨
僻
見
善
無

ノ
ト
ー
ク
（
〈
五
○
）
ゞ
・

畏
妄
語
一
云
事

と
、
宗
椛
伝
教
に
背
き
、
又
天
台
に
も
背
い
て
い
る
と
し
、
非
雌
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
見
る
に
、
法
華
よ
り
止
観
か
す
ぐ
れ
た
る
と
述
べ
た

良
源
を
聖
人
が
そ
の
破
折
の
一
端
と
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
る

、

可

該

◎

、又
こ
の
止
観
は
法
華
よ
り
す
ぐ
る
と
い
う
思
想
は
さ
ら
に
「
極
楽

浄
土
九
品
往
生
義
」
に
、
観
経
九
品
段
を
天
台
の
観
経
疏
の
文
を
随

釈
し
て
、
そ
れ
に
義
寂
呼
の
論
釈
を
引
き
、
深
く
そ
の
意
を
明
し
て

チ

ニ
テ

お
り
、
そ
の
薪
し
き
特
色
は
、
そ
の
香
に
「
今
二
観
無
越
寿
経
一
。
以

(〃7）
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ツ

明
一
四
十
八
噸
こ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
四
十
八
願
を
願
名

と
経
文
と
に
亘
っ
て
概
説
し
、
異
訳
そ
し
て
他
経
を
引
き
、
又
義
寂

等
の
釈
莪
の
四
十
八
願
を
悉
く
引
き
、
そ
れ
に
私
釈
を
加
え
て
、
一

つ
の
四
十
八
願
釈
を
櫛
成
し
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

又
、
慈
慧
大
僧
正
伝
に
、
臨
終
相
と
し
て
、

シ
テ
ニ
シ
テ
テ
ク
ノ
ス
ル
ハ
ク
ケ
ヲ
才
テ
チ

和
尚
合
掌
西
而
鞭
日
。
我
所
し
修
普
根
悉
資
二
菩
提
一
。
兼
分
二
蕪

ソ

シ

ー
ー

ハ
ズ
セ
ン

修
一
廻
二
向
一
切
衆
生
一
。
命
終
之
終
駁
必
往
二
生
極
楽
世
界
一
実
。

ニ
ジ
ヲ
二
ジ
タ

ヒ
ス
ニ
テ
ス

ロ
念
一
弥
陀
一
。
心
観
一
実
相
一
。
機
縁
云
尽
。
遂
以
入
滅
卿

と
、
あ
る
ご
と
く
、
西
方
願
生
に
存
し
、
そ
の
行
実
に
於
て
、
天
台

教
学
の
実
践
は
弥
陀
念
仏
に
存
し
、
そ
れ
は
観
念
念
仏
に
走
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
密
教
と
密
着
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
天
台
が
、
本
来

の
観
念
中
心
に
立
ち
戻
り
、
天
台
円
宗
の
成
仏
法
の
完
成
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
の
が
良
源
で
あ
り
、
又
密
教
の
立
場
に
つ
い
て
、

「
草
木
発
心
修
行
成
仏
記
」
に
、

又
云
、
真
言
勝
、
天
台
劣
云
云
。
努
不
し
可
レ
爾
也
。
常
同
別

故
。
真
言
天
台
或
一
或
二
也
。
伝
教
、
慈
覚
両
大
師
乃
至
古
徳
釈

中
其
義
明
鏡
也
。
職
有
二
円
家
真
人
一
可
し
不
し
僧
レ
之
耶
側

と
、
あ
る
ご
と
く
、
従
来
の
顕
劣
密
勝
の
態
度
か
ら
、
伝
教
に
復
古

せ
ん
と
す
る
努
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
Ｌ
に
は
、
本
覚
思
想
の

発
芽
、
天
台
円
教
の
立
場
が
み
ら
れ
、
密
教
偏
重
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。こ
れ
ら
の
思
想
の
発
展
は
懸
心
に
よ
っ
て
継
が
れ
て
お
り
、
聖
人

が
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に
述
べ
ら
れ
た
ご
と
く
、
慧
心
は
良
源
よ
り

観
を
学
ぶ
と
し
、
良
源
の
教
学
は
、
怨
心
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
と

み
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
愁
心
を
持
っ
て
そ
の
中
に
艮
源
を
含
み
破

折
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

註

艸
叡
山
天
海
蔵
（
叙
山
文
庫
）
所
収
頁
三
九

側
群
第
五
輯
巻
六
九
、
頁
五
六
○

帥
仏
全
二
四
、
頁
三
四
六

道
命
を
持
経
者
と
規
定
し
た
記
録
は
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

持
経
者
道
命
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
読
経
・
歌
詠
み
・
サ
ロ
ン
ー

鈴

木

治
美
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